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1. 社員教育 デジタル化時代のリスキリング 

昨今、様々な産業の分野でデジタル化が進む中、その変化にスムーズに対応し、事業やサービスを構築していくことは

多くの企業にとって急務であると言えます。そのためにも時代の流れを見据えて、今後必要とされるスキルや知識を新た

に習得する「リスキリング」の取り組みにより、従業員の能力を高度化していくことが求められています。 

本稿では、リスキリングが必要な背景、および取り組みを促進していくための進め方についてご紹介して参ります。 

※経済産業省：「未来人材ビジョン」   

 

１．デジタル化の急速な進展 

 アメリカでは、デジタル技術による業務の自動化

で、専門・技術職等の高スキル職や、医療・対個人サ

ービス職等の低スキル職で就業者が増加する一方、製

造職や事務職等の中スキル職が減少しました。この 

 

「労働市場の両極化」は、下図の通り日本でも兆候が

確認できる状況となっています。 

このような時代の流れの中、企業が発展していくた

めには、リスキリングによる従業員のスキルチェンジ

の実施が重要になります。 
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１．シェアド・リーダーシップの必要性 

従前からのビジネスを粛々と進めるだけということ

であれば、昔ながらのトップダウン型リーダーシップ

でも有効でしょう。しかしながら、デジタル化やビジ

ネスモデルの刷新が進む、変化の激しいビジネス環境

のもと、一人のリーダーの意思決定だけで対処しきれ

ない状況が多数発生するようになりました。また、必

要とされるリーダーシップも、所属するセクションや

状況によって多様化しています。そのため、リーダー

シップの固定概念に縛られず、あらゆる変化に対して

柔軟に対応できるリーダーシップの在り方について目

が向けられています。 

 

＜シェアド・リーダーシップのイメージ＞ 

 

２．リスキリングの進め方について 

企業・労働者を取り巻く環境が急速かつ広範に変化

するとともに、労働者の職業人生の長期化も同時に進

行する中で、厚生労働省では「職場における学び・学

び直しを促進するためにガイドライン」を作成し、職

場における学びを推進する方法をまとめています。そ

れに記載されている労使が取り組むべき事項につい

て、次にご紹介します。 

 

学び・学び直しに関する基本認識の共有 

①経営者による経営戦略・ビジョンと人材開発の方

向性の提示、共有 

能力・スキル等の明確化、学び・学び直しの方向性・

目標の共有 

②役割の明確化と合わせた職務に必要な能力・スキ

ル等の明確化 

③学ぶ意欲の向上に向けた節目ごとのキャリアの

棚卸し 

④学び・学び直しの方向性・目標の擦り合わせ、共

有 

労働者の自律的・主体的な学び・学び直しの機会の

確保 

⑤学び・学び直しの教育訓練プログラムや教育訓練

機会の確保 

⑥労働者が相互に学び合う環境の整備 

 

 

 

労働者の自律的・主体的な学び・学び直しを促進す

るための支援 

⑦学び・学び直しのための時間の確保 

⑧学び・学び直しのための費用の支援 

⑨学びが継続できるような伴走支援 

持続的なキャリア形成につながる学びの実践、評価 

⑩身に付けた能力・スキルを発揮することができる

実践の場の提供 

⑪身に付けた能力・スキルについての適切な評価 

現場のリーダーの役割、企業によるリーダーへの支

援 

⑫学び・学び直しの場面における、現場のリーダー

の役割と取組 

⑬現場のリーダーのマネジメント能力の向上・企業

による支援 

 

３．さいごに 

リスキリングを促進していくためのポイントは、そ

の成果を従業員の「仕事のやりがい」や「給与アッ

プ」「昇進」に結び付けることでしょう。企業は単に

学習教材をそろえるだけではなく、「従業員が学んだ

ことを実際にどこで役立てることができるのか」「そ

れがどのように評価されるのか」を明示して、従業員

が納得して前向きに取り組めるような環境をつくるこ

とが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 組織改善 シェアド・リーダーシップの効果 

さまざまな環境変化にすばやく対応することが求められる今日の企業において、一人のリーダーが強いリーダーシップ

を発揮するのではなく、職場やチームに所属するメンバー全員がお互いにリーダーシップを発揮し合う「シェアド・リー

ダーシップ」が、一つの選択肢として注目されています。 

本稿では、シェアド・リーダーシップが求められている理由とシェアド・リーダーシップの効果をご紹介いたします。 
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Q & A 
記事の中でちょっと気になる豆知識をご案内。今回は、１ページ目の「デジタル化時代のリスキリング」に関

連する豆知識をお伝えします。 

 

 

 
      

Q． リスキリングに関する助成金はありますか。 

A． 
本年度の補正予算により、12 月に「人材開発支援助成金 事業展開等リスキリング

支援コース」が創設されました。概要は以下の通りです。 

 
 

摘要 

企業の持続的発展のため、新製品の製造や新サービスの提供等により新たな分野に展開する、または、デジタル・グリ

ーンといった成長分野の技術を取り入れ業務の効率化等を図るため、 

①既存事業にとらわれず、新規事業の立ち上げ等の事業展開に伴う人材育成 

②業務の効率化や脱炭素化などに取り組むため、デジタル・グリーン化に対応 

した人材の育成に取り組む事業主を対象に、訓練経費や訓練期間中の賃金の一部を高率助成により支援する制度です。 

 

事業展開 …新たな製品を製造したり、新たな商品やサービスを提供すること等により、新たな分野に進出すること。 

デジタル化…デジタル技術を活用して、業務の効率化を図ることや、顧客や社会のニーズを基に、製品やサービス、ビ

ジネスモデルを変革する等し、競争上の優位性を確立すること。 

グリーン化…徹底した省エネ、再生可能エネルギーの活用等により、CO2等の温室効果ガスの排出を全体としてゼロに

すること。 

支給対象となる訓練 

① 企業において事業展開を行うにあたり、新たな分野で必要となる専門的な知識及び技能の習得をさせるための訓練 

② 

事業展開は行わないが、事業主において企業内のデジタル・デジタルトランスフォーメーション化やグリーン・カー

ボンニュートラル化を進めるにあたり、これに関連する業務に従事させる上で必要となる専門的な知識及び技能の習

得をさせるための訓練 
  

 

２．シェアド・リーダーシップの効果 

①業績の向上 

個人がそれぞれリーダーシップを発揮して自立性を

もって取り組むため、仕事に対する満足を生み、ま

た、意思決定速度も高まります。さらに足りない部

分を支え合うようにリーダーシップを発揮すること

で、パフォーマンスの最大化につながり、業績の向

上も期待できます。 

②アイデアの創出 

従来の組織体制では役割分担を前提としており、専

門分野の知識・技術を持つ社員は、自分の専門分野

以外の事柄に意見を出すことは少なかったのです。

しかし、シェアド・リーダーシップでは、チーム、組

織、そして社会全体の視点まで幅広くカバーするこ

とが求められ、イノベーションにつながる柔軟で独

創的なアイデアの創出が期待できます。 

③信頼関係の構築 

シェアド・リーダーシップは組織の目標を達成する

ことを重視しているため、メンバー同士が共通の目

標に向けて互いに尊重する環境を醸成します。そし

て、結果的にメンバー同士の強固な信頼関係が構築

されます。 

 

 

３．さいごに 

シェアド・リーダーシップを浸透させるには、組織

の目標やビジョンを明確に定め、メンバー全員に共有

し、気持ちの部分での強い動機付けを行うことがスタ

ートとなります。また、メンバーそれぞれがリーダー

シップの体験を通じて、主体性を向上させるととも

に、PDCAサイクル(※1)、OODAループ(※2)を実施

させ、リーダーシップの精度を高めること、リーダー

が力を発揮できるようにフォロワーシップを高めるこ

とが重要となります。 

環境変化の早い現代、生産性の向上や新規の取り組

みを推進するのにあたって、シェアド・リーダーシッ

プの導入を検討してみるのも良いでしょう。 

 

※1：計画、実行、評価、改善の4つのプロセスを循環さ

せ、継続的に業務効率化を進め、生産性を上げていく

フレームワーク。 

※2：観察、状況判断、意思決定、実行、ループで構成。リ

アルタイムで起きている環境変化に合わせて、現場レ

ベルで判断・実行し、組織全体で目的を達成していく

ための意思決定プロセス。 
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3. 提  供 『経営に役立つビジネリポート』を無料でご提供いたします！ 

弊所がお届けする“ビジネスリポート”は、経営に役立つ情報が満載です！ 

ビジネスにおける経営戦略、企画・営業、広報、人事管理などのマネジメントに 

関連する情報から、法改正やデジタル化の進展といったビジネストレンドに関する 

情報まで、多岐にわたる内容を取り揃えております。 

以下のリポートの中からご興味のあるテーマがございましたら、弊所あてに 

お気軽にご連絡ください。ご希望のリポートを“無料”にてお届けいたします！ 

今月のおすすめビジネスリポート 

 

リポート番号 タイトル 内容 

＃00656 

（全 11 ページ） 

都市部の優秀な“同志”を割安で採用 

～「地方副業」マッチングサイト活用のススメ 

・副業人材の採用は双方に win-win なシステム 

・副業人材を募集・採用する際の勘所 

・副業人材の成功事例                等 

＃00657 

（全 6 ページ） 

中小企業の逆張り採用法！ 

ほどほどの中年採用に勝機あり 

・【ご提案】中年の採用をご検討ください 

・将来の伸び代ではなく、「今」をつなぐ人材 

・面接では淡々と能力を見極める 

・中年はマネジメントしやすい？それとも難しい？ 

・長期的な人材不足に備える             等 

＃35120 

（全 5 ページ） 

約束手形が廃止へ！資金繰りは大丈夫？ 

代わりの決済手段はどうすればいい？ 

・2026 年に「約束手形」は完全廃止の予定 

・約束手形の廃止で事務負担や資金繰りはどうなるのか 

・約束手形に代わる決済手段は何か 

・約束手形を廃止するためには 

＃60341 

（全 10 ページ） 

事業承継や M&A の事前準備としての効用も！ 

中小企業にも求められる内部監査 

・なぜ、中小企業も内部監査を行ったほうがよいのか？ 

・内部監査の実施フロー 

・内部監査を意義あるものにするために必要なこと 

・子会社の内部監査 

＃80172 

（全 7 ページ） 

【値上げに成功する交渉術（3）】 

交渉の構造を知って冷静に対処する 

・ふっかけられても冷静でいるには？ 

・交渉の構造を知る 

・同じ景色でも見え方が違う 

 

お気軽にご用命ください 
TEL/FAX ＞＞＞ 03-6804-3901 

Mail ＞＞＞ info@kishimoto-sr.jp 

 

貴社名  ご担当者様 
部署・所属 

所在地 〒 

E-mail  Tel  

ご希望のリポート番号  

※ご記入いただきました個人情報は、ビジネスリポートのご案内およびお届けすることを目的とし、それ以外では利用いたしません。 

 

 
 

お困りのことがございましたらお気軽に弊所までご相談ください。 


